








研究要旨 本年度は pilotstudy として群馬県の予防をも含む子ども虐待の実態調査を行

なった。その中から、周産期医療現場を発信源とした地域での子ども虐待の予防の代表的

事例を提示し、周産期医療の現場で育児環境を捉え、子ども虐待に対するマイナスのカー

ドを考慮した情報の保健婦を中心とした医療・保健・福祉・教育及び近隣昔による地域母

子保健システムでの活用のあり方を探った。また、システムの構築のほか、親にとり“そ

ばにいて心配してくれる人の存在"の大切さにもふれた。 


